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(57)【要約】
【課題】操作性の向上を可能とする操作端末、プログラ
ム、及び方法を提供する。
【解決手段】操作端末５００は、表示部５１０と、通信
を行う通信部５３０と、機器個別の操作の組み合わせに
より定義される組み合わせ操作が適用可能な複数の組み
合わせ操作対象機器を示す情報を、組み合わせ操作の内
容と対応付けた組み合わせテーブルを記憶する記憶部５
４０と、複数の組み合わせ操作対象機器を通信部５３０
により操作する場合に、組み合わせテーブルに基づいて
、組み合わせ操作の内容を示す組み合わせ操作オブジェ
クトを表示部５１０に表示する制御を行う制御部５５０
と、を備える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、
　通信を行う通信部と、
　機器個別の操作の組み合わせにより定義される組み合わせ操作が適用可能な複数の組み
合わせ操作対象機器を示す情報を、前記組み合わせ操作の内容と対応付けたテーブルを記
憶する記憶部と、
　前記複数の組み合わせ操作対象機器を前記通信部により操作する場合に、前記テーブル
に基づいて、前記組み合わせ操作の内容を示す組み合わせ操作オブジェクトを前記表示部
に表示する制御を行う制御部と、
を備えることを特徴とする操作端末。
【請求項２】
　前記制御部は、前記組み合わせ操作オブジェクトを選択するユーザ入力を検知した場合
に、前記テーブルに基づいて、前記組み合わせ操作に対応する機器個別の操作指示を前記
通信部により送信する制御を行うことを特徴とする請求項１に記載の操作端末。
【請求項３】
　前記制御部は、複数の機器の機器情報を前記通信部により取得し、前記取得した機器情
報と前記テーブルとに基づいて、前記複数の機器の中から前記複数の組み合わせ操作対象
機器を特定することを特徴とする請求項１又は２に記載の操作端末。
【請求項４】
　前記制御部は、前記複数の機器の機器情報を、前記複数の機器を制御する制御装置から
取得し、
　前記制御部は、前記組み合わせ操作に対応する機器個別の操作指示を、前記制御装置に
送信することを特徴とする請求項３に記載の操作端末。
【請求項５】
　前記制御部は、前記複数の機器の機器情報を、前記複数の機器のそれぞれから取得し、
　前記制御部は、前記組み合わせ操作に対応する機器個別の操作指示を、前記複数の組み
合わせ操作対象機器のそれぞれに送信することを特徴とする請求項３に記載の操作端末。
【請求項６】
　前記複数の機器の機器情報は、機器の種別を示す情報を含むことを特徴とする請求項３
乃至５の何れか一項に記載の操作端末。
【請求項７】
　表示部と、通信を行う通信部とを備える操作端末に、
　機器個別の操作の組み合わせにより定義される組み合わせ操作が適用可能な複数の組み
合わせ操作対象機器を示す情報を、前記組み合わせ操作の内容と対応付けたテーブルを参
照させるステップと、
　前記複数の組み合わせ操作対象機器を前記通信部により操作する場合に、前記テーブル
に基づいて、前記組み合わせ操作の内容を示す組み合わせ操作オブジェクトを前記表示部
に表示する制御を行わせるステップと、
を実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項８】
　表示部と、通信を行う通信部とを備える操作端末と、複数の操作対象機器とを含む制御
システムにおいて用いられる方法であって、
　機器個別の操作の組み合わせにより定義される組み合わせ操作が適用可能な複数の組み
合わせ操作対象機器を示す情報を、前記組み合わせ操作の内容と対応付けたテーブルを参
照するステップと、
　前記複数の組み合わせ操作対象機器を前記通信部により操作する場合に、前記テーブル
に基づいて、前記組み合わせ操作の内容を示す組み合わせ操作オブジェクトを前記表示部
に表示する制御を行うステップと、
を含むことを特徴とする方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の機器を操作する操作端末、プログラム、及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、電力の需要家に設けられた複数の機器を制御する制御システム（ＥＭＳ：Ｅｎｅ
ｒｇｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）が注目を浴びている。このような制御シ
ステムでは、複数の機器を制御する制御装置が設けられる。
【０００３】
　また、ユーザが所持する操作端末を利用して機器を操作するために、機器に対する操作
指示を操作端末からネットワークを介して制御装置に送信し、操作指示に基づいて制御装
置が機器を制御する技術が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－３７４５８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような技術によれば、１つの操作端末で複数の機器を操作することが可能であるた
め、操作端末の操作性を向上させることにより、ユーザの多様なニーズに対応することが
期待される。
【０００６】
　そこで、本発明は、操作性の向上を可能とする操作端末、プログラム、及び方法を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１の特徴に係る操作端末は、表示部と、通信を行う通信部と、機器個別の操作の組み
合わせにより定義される組み合わせ操作が適用可能な複数の組み合わせ操作対象機器を示
す情報を、前記組み合わせ操作の内容と対応付けたテーブルを記憶する記憶部と、前記複
数の組み合わせ操作対象機器を前記通信部により操作する場合に、前記テーブルに基づい
て、前記組み合わせ操作の内容を示す組み合わせ操作オブジェクトを前記表示部に表示す
る制御を行う制御部と、を備える。
【０００８】
　第１の特徴において、前記制御部は、前記組み合わせ操作オブジェクトを選択するユー
ザ入力を検知した場合に、前記テーブルに基づいて、前記組み合わせ操作に対応する機器
個別の操作指示を前記通信部により送信する制御を行う。
【０００９】
　第１の特徴において、前記制御部は、複数の機器の機器情報を前記通信部により取得し
、前記取得した機器情報と前記テーブルとに基づいて、前記複数の機器の中から前記複数
の組み合わせ操作対象機器を特定する。
【００１０】
　第１の特徴において、前記制御部は、前記複数の機器の機器情報を、前記複数の機器を
制御する制御装置から取得し、前記制御部は、前記組み合わせ操作に対応する機器個別の
操作指示を、前記制御装置に送信する。
【００１１】
　第１の特徴において、前記制御部は、前記複数の機器の機器情報を、前記複数の機器の
それぞれから取得し、前記制御部は、前記組み合わせ操作に対応する機器個別の操作指示
を、前記複数の組み合わせ操作対象機器のそれぞれに送信する。
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【００１２】
　第１の特徴において、前記複数の機器の機器情報は、機器の種別を示す情報を含む。
【００１３】
　第２の特徴に係るプログラムは、表示部と、通信を行う通信部とを備える操作端末に、
機器個別の操作の組み合わせにより定義される組み合わせ操作が適用可能な複数の組み合
わせ操作対象機器を示す情報を、前記組み合わせ操作の内容と対応付けたテーブルを参照
させるステップと、前記複数の組み合わせ操作対象機器を前記通信部により操作する場合
に、前記テーブルに基づいて、前記組み合わせ操作の内容を示す組み合わせ操作オブジェ
クトを前記表示部に表示する制御を行わせるステップと、を実行させる。
【００１４】
　第３の特徴に係る方法は、表示部と、通信を行う通信部とを備える操作端末と、複数の
操作対象機器とを含む制御システムにおいて用いられる方法であって、機器個別の操作の
組み合わせにより定義される組み合わせ操作が適用可能な複数の組み合わせ操作対象機器
を示す情報を、前記組み合わせ操作の内容と対応付けたテーブルを参照するステップと、
前記複数の組み合わせ操作対象機器を前記通信部により操作する場合に、前記テーブルに
基づいて、前記組み合わせ操作の内容を示す組み合わせ操作オブジェクトを前記表示部に
表示する制御を行うステップと、を含む。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、操作性の向上を可能とする操作端末、プログラム、及び方法を提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、実施形態に係る需要家を示すブロック図である。
【図２】図２は、実施形態に係る制御システムの適用シーンを示す図である。
【図３】図３は、実施形態に係る機器のプロパティを示す図である。
【図４】図４は、実施形態に係る操作端末の構成を示すブロック図である。
【図５】図５は、実施形態に係る組み合わせテーブルを示す図である。
【図６】図６は、実施形態に係る操作画面の構成例を示す図である。
【図７】図７は、実施形態に係る操作端末の動作を示すフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　［実施形態の概要］
　実施形態に係る操作端末は、表示部と、通信を行う通信部と、機器個別の操作の組み合
わせにより定義される組み合わせ操作が適用可能な複数の組み合わせ操作対象機器を示す
情報を、前記組み合わせ操作の内容と対応付けたテーブルを記憶する記憶部と、前記複数
の組み合わせ操作対象機器を前記通信部により操作する場合に、前記テーブルに基づいて
、前記組み合わせ操作の内容を示す組み合わせ操作オブジェクトを前記表示部に表示する
制御を行う制御部と、を備える。
【００１８】
　実施形態では、機器個別の操作の組み合わせにより、組み合わせ操作が定義されている
。操作端末は、複数の組み合わせ操作対象機器を操作する場合に、複数の組み合わせ操作
対象機器を示す情報と、組み合わせ操作の内容とを対応付けたテーブルに基づいて、組み
合わせ操作の内容を示す組み合わせ操作オブジェクトを表示する。従って、操作性の向上
を可能とする操作端末、プログラム、及び方法を提供することができる。
【００１９】
　［実施形態］
　（需要家）
　以下において、実施形態に係る需要家について説明する。図１は、実施形態に係る需要
家１０を示す図である。
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【００２０】
　図１に示すように、需要家１０は、分電盤１１０、負荷１２０、ＰＶユニット１３０、
蓄電池ユニット１４０、及びＨＥＭＳコントローラ２００を有する。
【００２１】
　分電盤１１０は、配電線３１（電力系統）に接続されている。分電盤１１０は、電力線
を介して、負荷１２０、ＰＶユニット１３０、及び蓄電池ユニット１４０に接続されてい
る。分電盤１１０は、配電線３１から供給される電力を計測する計測部を有していてもよ
い。
【００２２】
　負荷１２０は、電力線を介して供給される電力を消費する機器である。例えば、負荷１
２０は、冷蔵庫、照明、エアコン、又はテレビ等である。
【００２３】
　ＰＶユニット１３０は、発電を行う機器であり、ＰＶ１３１及びＰＣＳ１３２を有する
。ＰＶ１３１は、分散電源の一種であり、太陽光の受光に応じて発電し、発電したＤＣ電
力を出力する。ＰＣＳ１３２は、ＰＶ１３１から出力されたＤＣ電力をＡＣ電力に変換し
、電力線を介してＡＣ電力を出力する。
【００２４】
　蓄電池ユニット１４０は、電力を蓄積する機器であり、蓄電池１４１及びＰＣＳ１４２
を有する。蓄電池１４１は、電力の蓄積（充電）及び電力の出力（放電）を行う。ＰＣＳ
１４２は、蓄電池１４１の充電時において、電力線を介して入力されたＡＣ電力をＤＣ電
力に変換し、ＤＣ電力を蓄電池１４１に出力する。ＰＣＳ１４２は、蓄電池１４１の放電
時において、蓄電池１４１から出力されたＤＣ電力をＡＣ電力に変換し、電力線を介して
ＡＣ電力を出力する。
【００２５】
　ＨＥＭＳコントローラ２００は、需要家１０に設けられた複数の機器（負荷１２０、Ｐ
Ｖユニット１３０、及び蓄電池ユニット１４０）を制御する制御装置である。ＨＥＭＳコ
ントローラ２００は、信号線を介して、負荷１２０、ＰＶユニット１３０、及び蓄電池ユ
ニット１４０を制御する。信号線は、無線であってもよく、有線であってもよい。
【００２６】
　（適用シーン）
　以下において、実施形態に係る制御システムの適用シーンについて説明する。図２は、
実施形態に係る制御システムの適用シーンを示す図である。
【００２７】
　図２に示すように、実施形態に係る制御システムは、狭域ネットワーク７０、ＨＥＭＳ
コントローラ２００、複数の機器３００、及び操作端末５００を有する。
【００２８】
　狭域ネットワーク７０は、需要家１０に設けられるネットワークである。狭域ネットワ
ーク７０は、無線ＬＡＮであってもよく、有線ＬＡＮであってもよい。狭域ネットワーク
７０は、ルータ４００を含む。図２では、ＨＥＭＳコントローラ２００とルータ４００と
の間が有線で接続されており、機器３００及び操作端末５００とルータ４００との間が無
線で接続されるケースが例示されている。但し、ＨＥＭＳコントローラ２００とルータ４
００との間が無線で接続されてもよく、機器３００及び操作端末５００とルータ４００と
の間が有線で接続されてもよい。
【００２９】
　ＨＥＭＳコントローラ２００は、狭域ネットワーク７０を介して機器３００及び操作端
末５００との通信を行う。ＨＥＭＳコントローラ２００は、機器３００に対する操作指示
を操作端末５００から受信した場合に、操作指示を機器３００に送信する。
【００３０】
　機器３００は、狭域ネットワーク７０を介してＨＥＭＳコントローラ２００との通信を
行う。複数の機器３００は、例えば、負荷１２０、ＰＶユニット１３０、及び蓄電池ユニ
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ット１４０を含む。機器３００は、操作指示をＨＥＭＳコントローラ２００から受信する
。機器３００は、受信した操作指示を受理する場合に、受信した操作指示に応じた動作を
行う。機器３００は、受信した操作指示を受理する場合に、受信した操作指示に対する応
答をＨＥＭＳコントローラ２００に送信する。機器３００は、受信した操作指示を受理し
ない場合に、受信した操作指示に対する不可応答をＨＥＭＳコントローラ２００に送信す
る。
【００３１】
　操作端末５００は、狭域ネットワーク７０を介してＨＥＭＳコントローラ２００との通
信を行う。操作端末５００は、無線通信を行う携帯端末（例えばスマートフォン又はタブ
レット端末等）である。或いは、操作端末５００は、有線通信を行うパーソナルコンピュ
ータ又はブラウザ搭載型テレビ等であってもよい。操作端末５００は、機器３００に対す
る操作指示をＨＥＭＳコントローラ２００に送信する。また、操作端末５００は、操作指
示に対する応答又は不可応答をＨＥＭＳコントローラ２００から受信する。
【００３２】
　或いは、操作端末５００は、ＨＥＭＳコントローラ２００との通信を行うのではなく、
機器３００との通信を直接行ってもよい。その場合、操作端末５００は、ＨＥＭＳコント
ローラ２００を経由せずに、操作指示を機器３００に送信する。操作端末５００は、ＨＥ
ＭＳコントローラ２００を経由せずに、操作指示に対する応答又は不可応答を機器３００
から受信する。
【００３３】
　実施形態では、狭域ネットワーク７０を介して送受信されるメッセージ（操作指示、応
答、及び不可応答）は、ＥＣＨＯＮＥＴ　Ｌｉｔｅ（登録商標）規格に準拠したメッセー
ジである。ＥＣＨＯＮＥＴ　Ｌｉｔｅ（登録商標）規格は、機器の種別ごとに「クラス」
を規定し、機器における制御対象及び設定情報を「プロパティ」としてクラスごとに規定
する。
【００３４】
　図３は、実施形態に係る機器３００のプロパティを示す図である。ここでは、負荷１２
０の一種であるエアコンを機器３００として想定する。エアコンは、ＥＣＨＯＮＥＴ　Ｌ
ｉｔｅ（登録商標）規格において「家庭用エアコンクラス」に属する。
【００３５】
　図３に示すように、家庭用エアコンクラスには、複数のプロパティが規定されている。
例えば、運転モードプロパティは、自動、冷房、暖房、除湿、又は送風を示す。温度設定
値プロパティは、０℃～５０℃の範囲で温度設定値を示す。風量設定プロパティは、風量
レベル（８段階の何れか）又は風量自動状態を示す。風向スイング設定プロパティは、風
向スイングＯＦＦ、上下、左右、又は上下左右を示す。
【００３６】
　各プロパティには、アクセスルールが規定されている。アクセスルールとは、プロパテ
ィ値書き込み要求である「Ｓｅｔ」の可否、及びプロパティ値読み出し要求である「Ｇｅ
ｔ」の可否である。
【００３７】
　例えば運転モードプロパティは、Ｓｅｔ及びＧｅｔの何れも許容されるため、運転モー
ドを指定するＳｅｔメッセージ（操作指示）を機器３００に送信することにより、機器３
００が当該指定した運転モードに対応していれば、当該指定した運転モードを機器３００
に設定することができる。運転モードプロパティのＧｅｔメッセージ（操作指示）を機器
３００に送信することにより、機器３００に設定されている運転モードを取得することが
できる。
【００３８】
　但し、機器３００は、Ｓｅｔメッセージ（操作指示）により運転モードを指定された場
合に、当該指定した運転モードに対応していなければ、当該Ｓｅｔメッセージを受理せず
に、Ｓｅｔ不可応答メッセージを送信する。
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【００３９】
　（操作端末の構成）
　以下において、実施形態に係る操作端末５００の構成について説明する。図４は、操作
端末５００の構成を示すブロック図である。
【００４０】
　図４に示すように、操作端末５００は、表示部５１０、入力部５２０、通信部５３０、
記憶部５４０、及び制御部５５０を有する。
【００４１】
　表示部５１０は、制御部５５０から入力される画像信号に基づいて各種の画像を表示す
る。実施形態では、表示部５１０は、機器３００の操作画面を表示する。
【００４２】
　入力部５２０は、ユーザ入力を検知し、ユーザ入力の内容を示す信号を制御部５５０に
出力する。入力部５２０は、表示部５１０と一体的に構成されていてもよい（いわゆる、
タッチパネル式ディスプレイ）。
【００４３】
　通信部５３０は、狭域ネットワーク７０を介して通信（例えば無線ＬＡＮ通信又は有線
ＬＡＮ通信）を行う。通信部５３０は、通信信号を受信し、受信した通信信号を制御部５
３０に出力する。通信部５３０は、制御部５５０から入力される通信信号を送信する。通
信部５３０は、携帯電話網等の公衆ネットワークを介して通信を行ってもよい。
【００４４】
　記憶部５４０は、制御部５５０における制御に使用される各種の情報を記憶する。また
、記憶部５４０は、制御部５５０により実行されるプログラム（例えばアプリケーション
ソフトウェア等）を記憶する。さらに、記憶部５４０は、後述する組み合わせテーブルを
記憶する。
【００４５】
　制御部５５０は、記憶部５４０に記憶されているプログラムを実行することにより、操
作端末５００における各種の制御を行う。制御部５５０による制御の詳細については後述
する。
【００４６】
　図５は、実施形態に係る組み合わせテーブルを示す図である。組み合わせテーブルは、
記憶部５４０に記憶されている。
【００４７】
　図５に示すように、組み合わせテーブルは、機器個別の操作の組み合わせにより定義さ
れる組み合わせ操作が適用可能な複数の組み合わせ操作対象機器を示す情報を、組み合わ
せ操作の内容と対応付ける。
【００４８】
　例えば、図５に示す組み合わせテーブルでは、組み合わせ操作の内容が「省エネ冷房」
である場合、複数の組み合わせ対象機器として扇風機及びエアコンが指定されている。つ
まり、「省エネ冷房」は、扇風機の動作状態をＯＮにする操作とエアコンの動作状態をＯ
Ｎにする操作との組み合わせ操作であり、冷房効率を高めることができる操作であること
を意味する。他に、組み合わせ操作の例として、図５に示す組み合わせテーブルでは、宅
内の換気を一斉に行う「全室空気循環」（窓開閉装置及び天窓開閉装置の開閉動作を開に
する操作の組み合わせ）、宅内の照明を一斉に点灯又は消灯する「一斉ＯＮ／ＯＦＦ」（
複数の照明の動作状態をＯＮ／ＯＦＦにする操作の組み合わせ）、外出時に特定の機器を
一斉に停止させる「おでかけモード」（照明、エアコン、床暖房の動作状態をＯＦＦにす
る操作の組み合わせ）が指定されている。
【００４９】
　制御部５５０は、複数の組み合わせ操作対象機器を通信部５３０により操作する場合に
、組み合わせテーブルに基づいて、組み合わせ操作の内容を示す組み合わせ操作オブジェ
クトを表示部５１０に表示する制御を行う。制御部５５０は、組み合わせ操作オブジェク



(8) JP 2015-154253 A 2015.8.24

10

20

30

40

50

トを選択するユーザ入力を検知した場合に、組み合わせテーブルに基づいて、組み合わせ
操作に対応する機器個別の操作指示を通信部５３０により送信する。
【００５０】
　すなわち、制御部５５０は、エアコン、照明及び床暖房を操作する場合に、これらの機
器個別の操作内容を示すオブジェクトに加え、「おでかけモード」の組み合わせ操作オブ
ジェクトを表示部５１０に表示する。ここで、「オブジェクト」とは、表示部５１０上に
表示される操作画面を構成する要素であり、ユーザにより選択されるボタン、現在の設定
状態を示す文字列等である。制御部５５０は、「おでかけモード」の組み合わせ操作オブ
ジェクトを選択するユーザ入力を検知した場合に、組み合わせテーブルに基づいて、エア
コン、照明及び床暖房のそれぞれの動作状態をＯＦＦにする操作指示を通信部５３０によ
り送信する。
【００５１】
　（操作端末の動作）
　以下において、実施形態に係る操作端末５００の動作について説明する。図７は、操作
端末５００の動作を示すフロー図である。本フローの初期状態では操作画面は表示されて
おらず、例えば機器操作アプリケーションの起動をトリガとして本フローが開始される。
【００５２】
　図７に示すように、ステップＳ１０１において、制御部５５０は、複数の機器３００の
機器情報を通信部５３０により取得する。制御部５５０は、機器情報の送信をＨＥＭＳコ
ントローラ２００に要求することにより、ＨＥＭＳコントローラ２００から機器情報を取
得する。或いは、制御部５５０は、機器情報の送信を各機器３００に要求することにより
、ＨＥＭＳコントローラ２００を経由せずに、各機器３００から機器情報を取得してもよ
い。機器情報は、機器が属する機器種別を示す情報を含む。また、機器情報は、機器に対
して適用可能な操作を示す情報をさらに含む。
【００５３】
　ステップＳ１０２において、制御部５５０は、ステップＳ１０１で取得した機器情報と
、記憶部５４０に記憶されている組み合わせテーブルとに基づいて、操作画面を生成し、
生成した操作画面を表示部５１０に表示する。
【００５４】
　具体的には、制御部５５０は、取得した機器情報に基づいて、各機器３００が属する機
器種別を特定する。制御部５５０は、特定された機器種別と、組み合わせテーブルに含ま
れる機器の機器種別とを対比する。例えば、図５に示す組み合わせテーブルでは、「おで
かけモード」の組み合わせ操作対象機器として、エアコンと照明とが関連付けられている
。制御部５５０は、複数の機器３００が、エアコン、照明及び床暖房を含む場合に、「お
でかけモード」に対応するボタンを含む操作画面を生成する。
【００５５】
　ステップＳ１０３において、制御部５５０は、表示しているボタンを選択するユーザ入
力を入力部５２０により検知した場合に、当該選択されたボタンと関連付けられた操作を
指示する操作指示を通信部５３０により送信する。操作指示は、例えばＳｅｔメッセージ
である。制御部５５０は、例えば、組み合わせ操作オブジェクトを選択するユーザ入力を
検知した場合に、組み合わせテーブルに基づいて、組み合わせ操作に対応する機器個別の
操作指示を通信部５３０により送信する。
【００５６】
　ステップＳ１０４において、制御部５５０は、終了ボタンを選択するユーザ入力を入力
部５２０により検知したか否かを確認する。終了ボタンは、表示部５１０上に表示される
ボタンであってもよく、物理的なボタンであってもよい。終了ボタンを選択するユーザ入
力を検知しない場合（ステップＳ１０４；ＮＯ）、制御部５５０は、処理をステップＳ１
０３に戻す。これに対し、終了ボタンを選択するユーザ入力を検知した場合（ステップＳ
１０４；ＹＥＳ）、制御部５５０は、機器操作アプリケーションを終了し、操作画面の表
示を終了する。
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【００５７】
　（操作画面）
　以下において、表示部５１０上に表示される操作画面について説明する。図６（ａ）～
（ｃ）は、実施形態に係る操作画面の構成例を示す図である。
【００５８】
　制御部５５０は、複数の機器３００のそれぞれの機器情報を取得し、取得した機器情報
に基づいて、操作画面を生成する。
【００５９】
　図６（ａ）は、操作画面のうち、機器操作アプリケーション起動時の初期画面の一例を
示す図である。図６（ａ）では、操作画面は、複数の機器３００の中から、操作を行う１
つの機器を選択するための機器選択ボタン（オブジェクト）と、複数の機器３００の中の
特定の機器に対する組み合わせ操作を行うための組み合わせ操作選択ボタン（オブジェク
ト）とを含む。図６（ａ）に示す操作画面は、機器選択ボタンとして、「エアコン」、「
照明」、「給湯器」、「床暖房」及び「浴室暖房乾燥器」の選択ボタンを含み、組み合わ
せ操作選択ボタンとして、「おでかけモード」の選択ボタンを含む。操作画面は、表示内
容又は表示形式等を設定するための「各種設定」ボタン、需要家における合計電力使用量
を表示するための「見える化アプリ」ボタン等を、さらに含んでもよい。
【００６０】
　ここで、図６（ａ）に示す機器選択ボタンの中から、照明ボタンが選択された場合につ
いて説明する。制御部５５０は、照明ボタンに対するユーザ入力を検知すると、照明に対
する操作画面を表示部５１０により表示する。図６（ｂ）に示すように、照明に対する操
作画面は、照明のプロパティに関連付けられたオブジェクトを含む。図６（ｂ）では、操
作画面は、光色及び照度のプロパティに対応するオブジェクト、点灯モードのプロパティ
に対応するオブジェクト、動作状態プロパティ（点灯中又は消灯）に対応するオブジェク
ト、同じ機器種別（一般照明クラス）に属する他の機器を示すリストに対応するオブジェ
クトを含む。制御部５５０は、オブジェクトに対するユーザ入力を検知すると、ユーザ入
力に対応する操作指示を生成し、生成した操作指示を通信部５３０にて送信する。例えば
、「消灯」ボタンに対するユーザ入力を検知すると、制御部５５０は、操作指示として、
動作状態をＯＦＦに設定するＳｅｔメッセージを生成する。
【００６１】
　次に、図６（ａ）に示すおでかけモードボタンが選択された場合について説明する。制
御部５５０は、おでかけモードボタンに対するユーザ入力を検知すると、おでかけモード
に関する情報を示す操作画面を表示部５１０に表示する。図６（ｃ）では、操作画面は、
おでかけモードの対象機器（エアコン、照明及び床暖房）を示すオブジェクトと、おでか
けモードの実行に対応する「実行」ボタン（オブジェクト）とを含む。制御部５５０は、
「実行」ボタンに対するユーザ入力を検知すると、操作指示として、おでかけモードの対
象機器（エアコン、照明及び床暖房）の動作状態をＯＦＦに設定するＳｅｔメッセージを
送信する。
【００６２】
　以上説明したように、実施形態に係る操作端末５００は、機器個別の操作の組み合わせ
により定義される組み合わせ操作が適用可能な複数の組み合わせ操作対象機器を示す情報
を、組み合わせ操作の内容と対応付けた組み合わせテーブルを記憶し、複数の組み合わせ
操作対象機器を通信部５３０により操作する場合に、組み合わせテーブルに基づいて、組
み合わせ操作の内容を示す組み合わせ操作オブジェクトを表示する。つまり、操作端末５
００は、あらかじめ組み合わせテーブルを記憶しておくことにより、複数の機器３００が
組み合わせ操作に対応する機器を含むか否かを判断する。複数の機器３００が組み合わせ
操作に対応する機器を含む場合には、組み合わせ操作オブジェクト（ボタン）を表示する
ことにより、ユーザは、一度の操作で、複数の組み合わせ操作対象機器をまとめて操作す
ることができる。また、まとめた操作を受け付けると、操作端末５００は、組み合わせ操
作の対象となる機器３００を特定し、各機器のクラス、個別の機器のＩＤ、操作内容に関
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ＨＥＭＳコントローラ２００では、このＳｅｔメッセージを対象機器に個別に送付するこ
とにより、各機器は組み合わせ操作として指定された動作を実行することとなる。これに
より、操作端末の操作性を向上させ、ユーザの多様なニーズに対応することができる。
【００６３】
　［その他の実施形態］
　上述した実施形態では、機器３００は、負荷１２０の一種であるエアコンであった。し
かしながら、機器３００は、エアコン以外の機器３００、すなわち、エアコン以外の負荷
１２０であってもよく、ＰＶユニット１３０又は蓄電池ユニット１４０等であってもよい
。
【００６４】
　また、図５に示す組み合わせテーブルを操作端末５００の記憶部５４０に記憶する場合
を説明したが、ＨＥＭＳコントローラ２００の記憶部に記憶するよう構成しても良い。こ
の場合には操作対象機器宛てのＳｅｔメッセージをＨＥＭＳ２００が生成することとなる
。
【００６５】
　上述した実施形態では、ＥＣＨＯＮＥＴ　Ｌｉｔｅ（登録商標）規格に準拠したシステ
ムを例示した。しかしながら、ＥＣＨＯＮＥＴ　Ｌｉｔｅ（登録商標）規格に準拠したシ
ステムに限定されるものではなく、例えばＺｉｇＢｅｅ（登録商標）又はＫＮＸ等の他の
通信規格に準拠したシステムに対して本発明を適用してもよい。
【００６６】
　上述した実施形態では、制御装置がＨＥＭＳコントローラ２００であるケースを例示し
た。しかしながら、制御装置は、ＣＥＭＳ（Ｃｌｕｓｔｅｒ／Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ　Ｅｎ
ｅｒｇｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）、ＢＥＭＳ（Ｂｕｉｌｄｉｎｇ　Ｅｎ
ｅｒｇｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）、ＦＥＭＳ（Ｆａｃｔｏｒｙ　Ｅｎｅ
ｒｇｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）、又はＳＥＭＳ（Ｓｔｏｒｅ　Ｅｎｅｒ
ｇｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）等に設けられてもよい。
【００６７】
　上述した実施形態では、操作端末５００が狭域ネットワーク７０を介して操作指示を送
信する例について説明した。しかしながら、操作端末５００は、インターネット等の公衆
ネットワークを介して操作指示をサーバ６００に送信してもよい。このようなケースにお
いて、操作端末５００は、公衆ネットワークに設けられたサーバに操作指示を送信する。
サーバは、操作端末５００から受信した操作指示を、公衆ネットワーク及び狭域ネットワ
ーク７０を介してＨＥＭＳコントローラ２００に送信する。ＨＥＭＳコントローラ２００
は、サーバ６００から受信した操作指示を、狭域ネットワーク７０を介して機器３００に
送信する。このようなケースにおいて、操作端末５００は、機器３００に対して適用可能
な操作のうち、遠隔操作が許容される操作が識別可能となるように、操作画面を構成して
もよい。
【符号の説明】
【００６８】
　１０…需要家、３１…配電線、７０…狭域ネットワーク、１１０…分電盤、１２０…負
荷、１３０…ＰＶユニット、１３１…ＰＶ、１３２…ＰＣＳ、１４０…蓄電池ユニット、
１４１…蓄電池、１４２…ＰＣＳ、２００…ＨＥＭＳコントローラ、３００…機器、４０
０…ルータ、５００…操作端末、５１０…表示部、５２０…入力部、５３０…通信部、５
４０…記憶部、５５０…制御部
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